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Summary

GUNGEN-DXII, a new version of the GUNGEN groupware, allows the users to process hundreds of
qualitative data segments (phrases and sentences) and compose a coherent piece of text containing a number
of emergent ideas. The idea generation process is guided by the KJ method, a leading idea generation
technique in Japan. This paper describes functions of GUNGEN supporting three major sub-activities of
idea generation, namely, brainstorming, idea clustering, and text composition, and also summarizes the
results obtained from a few hundred trial sessions with the old and new GUNGEN systems in terms of some
qualitative and quantitative measures.

The results show that the sessions with GUNGEN yield intermediate and final products at least as
good as those from the original paper-and-pencil KJ method sessions, in addition to the advantages of the
online system, such as distance collaboration and digital storage of the products. Moreover, results from the
new GUNGEN-DXII raises hope for enabling the users to handle an extremely large number of qualitative
data segments in the near future.

1. ま え が き

1台の計算機を道具または環境として扱い，人間の知的
な生産活動を支援する研究は，ヒューマンインタフェー
スやマルチメディアの研究において行われてきている
[Shneiderman 98, ニールセン 02]．また，ネットワーク
によって結合された複数の計算機を用いるグループウェ
アの研究においても，人間の知的な生産活動を支援する

研究は数多く行われてきている [Ellis 91, Stefik 87, 松
下 94, 石井 94]．
その中，日本では，衆知を集める発想法として著名な

KJ法 [川喜田 67, 川喜田 86]∗1を複数の計算機で支援す
る発想支援グループウェアの研究 [國藤 93b, 松下 94]が
行われてきた．KJ法は，野外調査などにおける知的生産
のためのデータ収集技術を洗練させたものともいえる [梅
棹 69]．KJ法は紙と鉛筆などを用いて行われ，図を用い
て，フィールドワーク等により収集された多様なデータ

からいかにして意味のある結合を発見するかという，い
わゆる発想法の体系的技術である [川喜田 86]．また，複

∗1 「KJ 法」は，株式会社川喜田研究所の登録商標である．

数の人達の衆知を集める方法ともいえ，川喜田二郎によっ
て開発された手法（頭文字をとってKJ法）である．KJ
法は日本では，新製品の開発や組織の管理等に広く利用

され，問題分析の技法として工学的にも広く知られてい
る．例えば，ソフトウェア開発の上流工程である要求仕
様作成のための問題把握や，曖昧な問題の解決を目標と
するシステム開発における問題発見に役立つ技法として
紹介されている [藤野 85]．

発想支援グループウェアに関する研究として代表的な
ものとして，GRAPE[國藤 93a]，KJ-Editor[河合 93],
GrIPS[神田 93], D-Abductor[三末 94] をあげることが
でき，マルチユーザ・インタフェースから図解化技術まで
様々な支援技術を実現している．我々は，複数の計算機を

用いて行うKJ法 [Munemori 91]を支援する発想支援グ
ループウェア郡元 [Munemori 92]を開発し，数百の試用
実験を行い評価すると共に，データベースWadaman[宗
森 92]を中心とする一貫したKJ法 [由井薗 98b]を支援
してきた．現在では，PDAを用いた手書き入力による数
百個のデータ収集 [吉野 00]を実現すると共に，数百個
のデータをもとにした KJ法のまとめ作業を支援するた
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めに GUNGEN-DXII[重信 03]を開発している．
郡元を適用して行った評価では，従来の紙と鉛筆を用
いた KJ 法と比較したり [宗森 94a]，離れた環境 [宗森
95]や画像音声のマルチメディア通信の影響 [由井薗 97]
を調べたり，または，コミュニケーション機能の使われ
方と操作権利用の関係 [由井薗 98a]を調べてきた．評価
対象は，開発したグループウェアの使いやすさやコミュ
ニケーション環境の影響が中心であった．従って，その
評価には，意見ラベル数，島数，まとめ文字数やかかっ
た時間，及び，チャットによる会話数などの量的な値を

用いてきた∗2．一方，KJ法が支援する創造的な作業を評
価するには，得られた結果を数量化して示す必要がある．
そこで，KJ法の最終的な成果として得られる文章を評
価する技法についても研究してきた [八木下 98]．その技
法では，文章の内容を評価するために意思決定法を応用
した総合満足度を求める方法と文章の構造を評価するた

めにペトリネットグラフを用いる方法を提案した．そし
て，KJ法を用いた場合，用いない場合と比較して，結
果の文章内容が優れ，文章構造が異なることを量的に示
すことができた．

本論文では，郡元を用いて行ってきた数百の試用実験
から得た発想支援グループウェアの効果を明らかにする
ために以下の点について評価する．グループウェア的な
観点から人数による影響を調べると共に，計算機支援の
効果を調べるために従来のKJ法と比較する．さらに，従
来のKJ法で扱われてきた数百のデータを扱うKJ法 [川
喜田 86]を，郡元の発展版であるGUNGEN-DXII[重信
03]を用いて行った結果について評価する．これらの評
価には，意見ラベル数，島数，まとめ文字数やかかった
時間などの量的な値に加えて，文章内容の総合満足度の
測定結果 [八木下 98]を用いる．
本論文では，2章で，KJ法の評価手法について述べ，

3章で，発想支援グループウェア郡元について述べる．4
章では，郡元を用いた KJ法実験の内容を示し，5章で
結果を示し，考察する．そして，6章は，本論文のまと
めを述べる．

2. 評 価 手 法

2・1 評価手法 1 -計算機の記録データを用いた評価-
KJ法を支援するグループウェアの使いやすさなどの
効果を調べるために，KJ法の結果として得られた意見ラ
ベル数，島数，まとめ文字数やかかった時間といった定
量的なパラメータを用いる (表 1)．グループウェアを用
いると KJ法の記録がそのままデータとして残る．よっ
て，そのデータを計算機で処理し，数える手間も無く文
字数などの定量的な値を得ることができる．

また，グループウェアでは，すべての計算機で実行され
た共同作業を実現するためのイベント処理を時系列デー

∗2 これらの概念については 3・2で解説している．

表 1 KJ法評価パラメータ

評価項目名 意味
意見ラベル数 テーマに対する意見として出されたデータ数

島数 意見ラベルをもとに作成されたグループ数
まとめ文字数 結論として書かれた文章の長さ
作業時間 作業にかかる時間
文章内容の 人間の判断を定量化する意思決定法
総合満足度 を応用した文章内容の評価値

表 2 文章内容の評価項目

評価項目名 意味
独創性 文章中に含まれるアイデアの独創性，新規性
便利さ 文章中のアイデアが実現されたと仮定した場

合の便利さ
個人的魅力 文章中のアイデアの自分にとっての魅力

の程度
一般的魅力 文章中のアイデアの一般的な魅力の程度
具体性 文章中のアイデアの具体性

実現可能性 文章中のアイデアの実現可能性
応用可能性 文章中のアイデアをヒントとした他のア

イデアの思い付きやすさ

タとして記録することが可能である．ログデータと呼ば

れ，そのデータをもとに KJ法の実行状況を後から調べ
ることも可能である．このデータを使うことによって共
同作業の様子とコミュニケーション機能の使われかたを
調べることが可能であった [由井薗 98a]．

2・2 評価手法 2 -まとめ文章の内容評価-

KJ法の結果として得られた文章の内容を 7つの観点
から評価する方法として，文章内容に対する総合満足度
[八木下 98]を用いる (表 2)．

3. 発想支援グループウェア郡元

3・1 システム構成

郡元は，複数の計算機を協調して動かすことにより，
計算機画面上で KJ法を行うグループウェアである．シ
ステムの参加者は複数の計算機に分かれて，キーボード
から文字を入力し，マウスで様々な操作を行いながら，
テーマに関する KJ法を進めていく．郡元は，TCP/IP
を基盤とした通信ソフトウェアを使用しているので，イ
ンターネットが使える環境で，パーソナルコンピュータ
(Macintosh)をハブに接続すれば，グループによる共同
作業を行える．KJ法を支援する郡元の仕様を表 3に示
す．また，実施された画面を図 1～図 3に示す．図 1の
共有ウィンドウ（図 1の地の部分）は，協同作業の対象
を複数の計算機上に共通表示するための画面であり，意

見やそれらをグループ化した島（図 2）が同じ位置に表
示される．同様に，まとめ文章ウィンドウ（図 3）も同一
内容が表示される．会議情報ウィンドウ（図 1右上）は，
参加者の一覧や操作権を持っている人の情報等を提供す
る．入力ウィンドウ（図 1右下）は個別に自由に利用で
きる文字入力のためのウィンドウであり，そこから意見

ラベルを出したり，共有画面に関する操作の権利を要求
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表 3 発想支援グループウェア郡元の基本仕様

仕様 説明

基本 接続台数 8 台まで接続可能．

機能 画面サイズ 20 インチ（1024x768 ドット）．

画面縮小 ４画面分の縮小表示と

２画面分の縮小表示が可能．

操作権 操作権あり，但し意見入力，

コミュニケーション機能は操作権なし．

ログ機能 操作に対応した命令を時間と共に記録．

ウィン 共有ウィンドウ ブレインストーミングや島の作成に

ドウ 使用．各計算機で同一内容を表示．

会議情報 会議の参加者，操作権利用者，意見の

ウィンドウ 数，島の数などの会議情報を表示．

まとめ文章 文章化用のウィンドウ．各計算機で

ウィンドウ 同一内容の文章を表示．

入力 文字入力（意見や雑談の入力）のため

ウィンドウ のウィンドウ．各自が自由に使用可能．

雑談 テキストによる会話を順次表示．

ウィンドウ スクロールが可能．

KJ 法 意見 操作権に関係なく，常時，入力

支援 入力 ウィンドウに書いた文字を意見

機能 として出せる．匿名機能も装備．

文字ベースの 常時利用可能．会話相手の選択や

会話機能 匿名機能もあり．会話メニューもあり．

島作成 同一島内の意見は島を動かすと

一緒に移動．

文章化 操作権保持者の記入した文章が共有．

データ カード型データベースとして

ベース Wadaman[宗森 92] が存在．実験結果

を自動的に保存し，再利用可能．

追加 PDA による 携帯可能な PDA を用いて常時データ

機能 データ収集 収集可能．手書きデータとして利用．

(GUN 仮の島 意見を画面の上部から落下させ，下に着

GEN 作成機能 くまでに島に分ける．個人で行う．

-DXII 図解化機能 島間の関係を矢印等で示す．

用) 文章変換 島名を指定した順で文章に並びかえる．

機能 島間の関係を示す接続詞を入力する．

したり（図 2右下），テキストによる会話が行える．雑
談ウィンドウ（図 1下）にはコミュニケーションをとる
ためのチャット表示が行われる．

郡元は，HyperCard (Apple Computer) のスクリプ
ティング言語である HyperTalkに通信機能を加えるこ
とによって実現されており，プログラム行数は約 2万行
である．島作成以降の機能を強化した GUNGEN-DXII
は，SuperCard3.6日本語版（Inc Well DMG, Ltd.）上
に実装されている．どちらも通信部分には，マルチメ
ディア会議向けの API である QuickTime Conferenc-
ing(AppleComputer) を用いた通信関数群 HyperQTC
を開発し，システムの記述に利用している．さらに，離
れた環境で動画像音声通信を用いて KJ法を行う場合に
は，我々が開発した NetGearを用いることができる [由
井薗 98a]．

3・2 共同作業インタフェース

複数の参加者が複数の計算機を介して KJ法を行うた
めに郡元が支援する共同作業インタフェースについて説
明する．

意見入力は，参加者が並列作業により，意見を出せる
インタフェースにしている．それは，ブレインストーミ
ングの作業を複数の計算機で支援する場合は，意見を出
す人間を一人に制限するのではなく，いつでも意見を打

ち込んで出せることがよいという実験結果が出されてい

るからである [Hymes 92]．
実施するKJ法の議題に沿って参加者は各自の計算機
から思い付いた意見を図 1のように共有画面上に表示し
ていく．入力は図 1の右下に表示されている入力ウィン
ドウを用いて行う．意見を出す作業は各々が自由に，同
時に行うことができ，意見を入力ウィンドウ内に打ち込
み終わってから，‘意見を出す’というボタンを押し，意
見を配置したい共有画面の場所をクリックすると入力し
た内容はすべての参加者の共有画面上に表示される．

島作成段階以降は，出された意見ラベルをもとに結論
である文章を導き出すための作業を行っていく．この共

同作業では，並列入力により各自がバラバラに作業を行
うことを防ぐために，共有画面に対する操作は同時に一
人しか行えない権限制御をとっている．その権限を操作
権と呼び，共有画面に対する操作，例えば，意見や島の
移動や修正，及び画面表示率の変更には操作権を取る必
要がある（図 2）．また，操作権は操作権保持者が放さ
ない限り他の人が取れない制御を行っているが，他の参

加者は，テキストによる雑談機能を含む，コミュニケー
ション手段によって自由に共同作業への意見を述べるこ
とができる（図 2）．
島作成段階では，似たような意見を直感的に集めてグ
ループ化する島編成の作業を図 2のように行う．グルー
プ化されたものを島と呼ぶ．入力ウィンドウにあるボタ
ン‘ 島をつくる ’を押すと図 2に示すような島の名前と
島の範囲を示す枠が表示される．島の名前を表示するた

めの表札部分をマウスによりドラッグすると枠で囲まれ
た意見も一緒に移動する．島編成が全て終わった後に島
名付けを行い，操作権を持っている人が名前をキーボー
ド入力する．

文章化段階では，テーマに対する結論として，島作成
段階までの結果を眺めながら文章を図 3 のように書く．
文章化段階も操作権を持った人が中心となって共同作業
を行う．他の人はコミュニケーション機能を用いて自由

に議論に参加する．操作権を持っている人が入力ウィン
ドウの‘まとめる ’（図 2）というボタンを押すと，まと
め文章ウィンドウ（図 3）が表示される．文章の文字入力
には操作権が必要であり，操作権を持っている人は，ま
とめ文章ウィンドウ上をクリックすることによりカーソ
ルを表示させ，その場所に文字入力を行える．その文字
入力によって，文章内容が変更された場合，文章のデー

タすべてが他の参加者全員の計算機に送信され，各計算
機で同一の文章内容が表示される．

3・3 数百の意見ラベルをまとめるためのGUNGEN-
DXII

数百個のデータによる島作成段階以降の共同作業を支

援するために開発したGUNGEN-DXII[重信 03]につい
て述べる．

島作成の最初の段階を支援する機能は，仮の島作成機
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図 1 意見入力画面

図 2 島作成画面

能である．その機能を用いた島作成の作業は，個別で行
い，個々のデータが落ちてくる約 15秒の間に所属する島
を決定する（図 4）．その時間制約によって，数百個の意
見ラベルを扱う時間を短くするという効果に加えて，直

感的な島の判断を促す効果もあると考えた．この機能に

よって作成された島を仮の島と呼び，その差異をシステ
ムが提示し多数決で島の内容を決定する．その結果をも
とに参加者による最終的な島作成の共同作業を行う．
島作成段階の作業において，従来の KJ法や郡元を用

いた実験では，数十個の意見ラベルをもとに作成された
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図 3 文章化画面

島の数は最大で 16個であった [宗森 94a,宗森 95,由井薗
97]．そこで，従来の郡元では，空間的な島の配置が表現
できれば，島同士の関連がわかると考え，島間の関係を
明示的に表現する機能を備えなくても問題にならなかっ

た．一方，GUNGEN-DXIIでは，数百個のデータから
作成される島の数は数十になると予想されたので，島名
の関係をリンク構造で表現する図解化機能を開発した．

文章化段階では，GUNGEN-DXIIの文章変換機能を
用いて，前段階の作業で作成された島名のリンク関係を
もとに，島名と接続詞とを並べた文章を自動的に得るこ
とができる．従って，文章の共同作業は，その文章の改

善を中心とした共同作業になる．

4. 実 験 内 容

郡元を用いたKJ法実験のデータとして今回用いたデー
タは，1996年度から 1998年度の間に鹿児島大学工学部
で行われた，参加人数 3人の実験 79回分，参加人数 2人
の実験 27回分と参加人数 1人の実験 32回分のデータで
ある∗3．実験参加者は，すべて学部 2～3年生である．参
加者を 2～3年生と限定することによって学年による能
力差の影響が少ない均質な結果を得ることが期待できる．

実験環境は，隣接環境，離れた環境，マルチメディア
通信を加えた環境と様々な環境下で行った．過去に行っ

∗3 この KJ 法実験データは [由井薗 98a, 八木下 98] で使用さ
れた参加人数 3人の実験データ 34回分を除く，104 回分の実
験データすべてが新しいデータである．

た郡元の試用において，隣接環境でも，離れた環境でも，
マルチメディア通信を加えた環境でも，KJ法の結果であ
る意見ラベル数，島数，まとめ文字数といったパラメー
タに差が見出されなかったので [宗森 95, 由井薗 97]，今
回は，コミュニケーション環境に関係なく評価する．
実験を開始する前に，KJ法についての説明を参加者
に対して行い，その後，行う会議のテーマに関して興味
があるものを参加者に考えさせている．テーマには，「究
極の～」，「これからの～」などの言葉を頭に付けること
を指導している．これは，参加者が興味を持って意見を
出しやすいテーマとするためである．

テーマ決定後は，KJ法の手順に従って，意見入力，島
作成，文章化の作業を行うことになる．ただし，これら
一連の作業には制限時間を設けていない．意見入力段階
では，意見が出なくなった場合は，参加者同士で話しあっ
て次の島作成段階に進むかどうか決めさせている．参加
者から「どれだけ意見を出せばいいですか？」と質問を

受けることがあるが，その場合，「出せる限り意見を出す
ように」と説明している．島作成段階で行われるグルー
プ編成の作業は，「データをして語らしめる」の精神 [川
喜田 67, 川喜田 86]で行うのがよいとされている．そこ
で，予め島の分類項目を決めずに，出された意見の内容
をよく吟味しながら島を作るように指導している．すべ
ての島を作り終わった後，各々の島に含まれる意見の内

容を反映した名前を付ける．文章化段階では，島作成段
階で作成された結果をもとに文章を書くことを指導して
いる．
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図 4 数百の意見ラベルを扱うための GUNGEN-DXIIの島作成支援画面例

表 4 参加人数の影響

実験内容 3 人 2 人 1 人 有意差

意見 意見ラベル数 (個) 50.7 40.3 29.8 **

入力 意見文字数 (文字) 14.7 16.3 15.4

意見入力時間 (分) 87.5 79.6 71.6 *

島 島の数 (個) 7.1 6.0 6.3

作成 島名文字数 (文字) 10.7 10.5 12.3

島作成時間 (分) 61.6 48.8 45.1 **

文章 まとめ文字数 (文字) 383.9 375.2 408.9

作成 文章化時間 (分) 63.1 60.0 47.4 **

総合 所要時間 (分) 212.2 188.4 164.1 **

文章の総合満足度 1.5∗4 1.2

[八木下 98]

実験回数 (回) 79 27 32

*p ＜ 0.05 　　**p ＜ 0.01

5. 実験結果および考察

5・1 グループウェア利用の効果

郡元を用いた KJ法について，グループ利用が及ぼす
影響と，紙と鉛筆を用いた従来の KJ法との違いについ
て述べる．

グループ利用が及ぼす影響を調べるために参加人数で
比較し，表 4に示す．表 4には，一元配置の分散分析を
用いた各パラメータの有意差を示す．p値が，0.05より
小さい場合は，‘ *’印を付け 5%水準で有意であり，0.01
より小さい場合は，‘ **’印を付け 1%水準で有意である．
一元配置の分散分析を用いた結果，有意差が出た場合は，
各実験条件間に有意差があるかどうかの検定を行い，以
降の比較結果の記述に反映させている．

比較結果より，グループで KJ法を行うほうが意見ラ
ベル数が多い結果となり，1人より 2人のほうが意見ラ
ベル数が多く，2人より 3人のほうが意見ラベル数が多
い結果となった．この結果は，3人の場合，1人の場合に

比べて意見ラベル数が 70％増えた結果となる．オズボー
ン氏によると，集団でブレインストーミングをした場合
のアイデア数は，個人で普通に観念を構成したときに比
べてアイデアの数が 70％増加すると報告している [斎藤
87]．以上より，グループでKJ法を行った結果は，オズ
ボーン氏が提示した 3人対 1人のアイデア増加割合と同
様な結果となり，本グループウェアが有効に動作してい
る事がわかる．

3人のグループで行った KJ法の文章評価値は，１人
で行った KJ法の文章よりやや高い評価結果を得ている
が有意差はなかった．会議参加者が学年的に均質である
場合，数十個程度の意見ラベル数に基づく KJ法の結果
の文章評価値 [八木下 98]には差が見られていないので，
今後，数百個の意見ラベルを対象としたKJ法で比較す
れば，差が出てくる可能性がある．

作業時間については，グループで行う場合，1人で行
う場合に比べて作業時間がかかる結果となった．これは，
共同作業を行うために意見調整などのコミュニケーショ

ンに時間が必要なためである．

郡元を用いた KJ法を従来の紙と鉛筆を用いた KJ法
と比較すると，時間はかかるものの結果として得られる
文章については同程度であった．つまり，まとめ文章の
文字数について差は無く，学年がほぼ同じである均質な
会議参加者であれば，郡元を用いて得られた文章内容と
従来の KJ法で得られた文章内容の評価値には差が得ら
れていない [八木下 98]．郡元を用いたKJ法では，隣接
環境でも分散環境でもコミュニケーション環境に関わら

∗4 この文章の総合満足度は [八木下 98] で使用された参加人数
3 人（学部 2 年生，3年生）のデータすべてを用いている．
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ず，得られるKJ法の意見ラベル数，島数，まとめ文字数
は変わらないことがわかっており [宗森 95, 由井薗 97]，
文章の評価値にも差が見られていない [八木下 98]．従っ
て，郡元を用いた KJ法は，従来の KJ法と得られる文
章内容は同程度であるが，離れたところでも行えるとい
う特徴がある．

また，郡元を用いた KJ法の結果は，そのままデータ
として計算機に記録されており，そのデータを再利用す
ることが従来の KJ法と比べて簡単である．従来の KJ
法を行った実験は模造紙（B1判）上で行われ [宗森 94b]，
その結果を丸めて保存していたが，再び，その結果を見

るためには意見ラベルがはがれ落ちないように気をつけ
なければならなかった．一方，郡元で用いられた KJ法
の結果は劣化しないだけで無く，遠隔地にいる共同研究
者にデータ転送して，島作成の図解も含めた結果を共有
することが容易である．

5・2 数百の意見ラベルを用いたKJ法の評価

数百のデータを扱うために開発されたGUNGEN-DXII
の実験結果について述べる [重信 03]．その実験では，3
種類のテーマについてPDAによるデータ収集を行い，集
められたデータをもとにGUNGEN-DXIIで島作成，文
章化の共同作業を行った．各テーマごとに 3回ずつ異な
る 3人のグループが共同作業を行った．評価実験の参加
者は，学部 3年生～修士 2年生の学生であった．その実
験結果を表 5に示す．表 5には参考データとして，従来
の郡元を用いた場合の参加人数 3人（学部 2年生，3年
生）による実験結果 [八木下 98]も示す．
表 5 より GUNGEN-DXII を用いて，意見ラベル数
を多く用いた KJ 法の結果ほど文章の総合満足度は高
く，評価の高い結論となった．従って，数百のデータを
GUNGEN-DXIIで扱うことによって，その場のみで行っ
てきた郡元の試用実験と比較して，量的な面だけでなく，
質の異なる KJ法を行えたともいえる．
従来の KJ法で扱われているデータ量について調べる
と，川喜田自身が一気にラベルをKJ法で組みたてた枚
数は 800枚あまりであり，実際に紹介されている例は多
い場合，数百枚の量である [川喜田 86]．また，川喜田は，
人類学者が一年かけて野外調査を行った場合には，数千
枚ものラベルを扱わなければならないと述べ，KJ法の
技法を組み合わせれば，三千枚のラベルでも，五百枚単
位で作成して，一気に KJ法で組みたててしまえると主
張している [川喜田 86]．この手法はつきつめるところ，
インデックス化の技術とグループ編成の技術が基本とな
り，計算機で十分支援できるものである．また，計算機
の研究分野では，人間の知的な生産活動を支援するため
に，1960年代より，データ間の結合を柔軟に扱える計算
機のハイパーメディア機能 [ニールセン 02, 宗森 94b]を
活かした研究が行われており，大量データの取り扱いも

検討されてきている．従って，発想支援グループウェア

表 5 数百の意見ラベルを用いた KJ 法の結果 [重信 03に基づく]

実験 理想 究極の 究極の 試用実験

テーマ の街 研究室 コンビニ (参考)

意見 意見ラベル数 (個) 544 287 58 50.7

収集 収集人数 (人) 19 14 4 3

収集日数 (日) 14 621 2 86.8 分

島 島の数 (個) 59.3 31.7 13.0 7.8

作成 島作成時間 (分) 523.8 234.3 46.9 72.4

文章 まとめ文字数 (文字) 2801.7 1273.0 552.7 348.3

作成 文章化時間 (分) 279.3 80.3 65.6 60.1

総合 共同作業時間 (分) 803.1 314.7 112.5 132.5

文章の総合満足度 3.0 2.6 2.2 1.5

実験回数 (回) 3 3 3 25

を用いて，数千枚のデータを扱える KJ法の支援が実現
できれば，従来の KJ法では困難な多数のデータを扱う
KJ法を支援できる可能性が高い．

6. ま と め

複数の計算機で KJ法を行うことを支援する発想支援
グループウェア郡元を作成し，数百の試用をもとにグルー
プウェア化による効果，従来のKJ法との違い，さらに，
数百枚のデータをグループウェアで扱った KJ法を評価
した．その結果，以下の知見が得られた．

•グループウェアを用いて行った KJ法によって，従
来の KJ法と比較して，文章内容の質に差がない結
論を得ることができる．

•グループ 3人で KJ法を行う場合，ブレインストー
ミングの作業によって出されるデータ数は，個人で
行う場合の約 2倍である．

•数百個のデータを用いてGUNGEN-DXIIで作成し
た文章内容はデータ数が多いほど評価が高くなった．

また，開発したグループウェアはデータ保存や再利用
において従来の KJ法に勝ると共に，ネットワークを介
した遠隔地間でもKJ法を行えるという長所を有する．
今後は，数千枚のデータを用いた KJ法を行える発想
支援グループウェアを実現し，従来の KJ法がもってい
た技術的な壁を乗り越えることができるような計算機支
援を目指したい．
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